
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茨 城 支 部 便 り 

第 ６５ 号 

２０１８年１０月２０日 

編集兼発行人 

谷口 正俊 
 

HITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHI 

部長に迎え、現在に至る新体制が発足しました。この
年に会員相互の連携と親睦を深める一助として、機関
誌支部便りが誕生しました。創刊号は由緒ある東曉館
別館内で、編集委員各位の努力と皆様の協力を得て発
刊されました。あれから 16 年が過ぎ当時の事が懐か
しく思い出されます。 
一、創刊号発行当時の想い出 
創刊号の編集委員は、嶋野・梅津・山田・渡部の同

期入社の各氏と澁口・小松・宮西の各氏で経験豊富な
方々にお願いしました。その後編集委員には安田・谷
中の各氏を始め多くの方に参加していただきました。 

リレー随筆（６５）  

支部便り創刊号と東暁館の想い出 
            江川 仁 

平成 11 年に小平記念館内に、茨城
支部事務局の開設以来約９年間事務
局員を担当しました。平成 14 年に全
社社友クラブの新体制がスタートし、
これに併せ茨城支部も同好会活動を
含め新規約を制定し、荒井利治氏を支

各機関誌を参考に
しながら、題字・ロゴ
の作成に始まり構成
内容の検討、原稿の
依頼・校正等試行錯
誤の連続でした。ロ
ゴ・題字関係はパソ
コングループＭＭ会
の方々により、立派
な作品を作成してい

2007 年当時の編集委員 
後列：渡部,澁口,嶋野,梅津,安田 
前列：山田,江川,小松,谷中 ただきました。 

大きな問題は用紙と印刷でした。用紙は、両面印刷
可能な用紙の調達が難しく、街の紙専門店にて用紙を
切断して貰い準備し、印刷も現在のようにカラーコピ

ーが普及しておらず、コストも高価でしたので悩みま
した。結局創刊号は、カラー印刷は一部で、会員の皆
様には白黒印刷で配布となりました。印刷は、日立工
場庶務課の土日の未使用時間帯に利用させて貰い、当
時の庶務課桑名主任の協力を得て印刷しました。完成
後の配布は各地区の配布協力者を募り、できる限りの
手渡し配布で郵送費の低減を図りました。その後両面
カラー印刷機を東暁館別館に導入いただき、自前での
印刷が可能となり助かりました。但し印刷機の速度が
遅く、編集委員が付き切りで１枚１枚の長時間の作業
でした。同好会の方にもお手伝いいただき、封筒詰か
ら発送までは多くの皆様の協力をいただきました。 
二、東暁館の想い出 
東日本大震災の被害を受け現在は更地になってお

りますが、東暁館は支部活動に忘れられない場所で
す。別館は、明治 33年木造作りの建屋で、部屋には明
治の元勲井上馨候がご視察に訪れた際に、小平創業社
長が撮影されたと言う写真額が飾られ、欄間等も古風
豊かな歴史ある部屋でした。この場所を編集会議・パ

ソコン・デジカメ・囲
碁等社友クラブの活
動拠点として利用さ
せて貰いました。本館
は、役員会等で利用し
た憩の場所でした。良
く手入れされた美し
い庭で、太平洋と６号
バイパスが目前に眺

められた。また庭には後水尾天皇が、その美しさに、
もう一度見たいと御車を引き返し眺めたと言う逸話
から、「御車返しの桜」と言われ、一重と八重の花が同
じ枝に咲く極めて珍しい桜がありました。近くを通る
度に、想い出深い東暁館の懐かしさがこみ上げて参り
ます。 
 

東暁館別館屋内の写真 
（2011 年７月） 

日立社友クラブ茨城支部ホームページ  http://shayuu-iba.la.coocan.jp/ 
日立理科クラブホームページ          http://www.hitachi-rika.com/ 

１ 

月山寺の紅葉 
撮影者：岡崎 稔 
撮影日：平成 29年 11月 21日 
カメラ：キャノン SX50HS 
Ｓ速度 1/320、 絞り f4、焦点距離 22mm 

撮影場所：茨城県桜川市  
撮影余話：もみじの紅、銀杏の黄、渦巻状の砂
紋が描かれた庭園、1200年の歴史と風格を感
じる本堂が良く調和している。午後になると 
楓が木陰に入るので午前中がお薦め。境内は
他にも紅葉の木があり静かな散策が楽しめ
る。時間に余裕のある方は隣接の美術館を見
学されたら良い。隣の笠間市出身の日本画家
木村武山の作品が展示されている。 

http://shayuu-iba.la.coocan.jp/
http://www.hitachi-rika.com/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水彩画を楽しみ、いつの間にか 20年 
      《日立理科クラブとの２足の草鞋で生き甲斐も倍増》  鈴置 昭 

会員投稿 (第６５回 ) 

２ 

間
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
出
張
で
立
ち
寄
っ
た

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
ゴ
ッ
ホ
美
術
館
で

は
、｢

種
ま
く
人｣

や｢

ひ
ま
わ
り｣

な
ど
を

見
た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
旅
行
で
は
ゴ
ッ
ホ

ゆ
か
り
の
ア
ル
ル
の
街
を
散
策
し
、
心
を

病
ん
で
入
院
し
た
病
院
、
夜
の
カ
フ
ェ
ー

の
店
、
は
ね
橋
な
ど
を
訪
れ
た
。 

５
６
歳
で
教
室
入
門 

有
難
い
こ
と
に
５
５
歳
に
な
る
と
、
日

立
で
は
定
年
に
備
え
た
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

し
て
く
れ
た
。
中
で
も
最
も
印
象
に
残
っ

た
の
は｢

定
年
に
な
っ
て
か
ら
趣
味
を
探

す
の
は
手
遅
れ
だ
よ｣

と
い
う
言
葉
だ
っ

た
。
昔
取
っ
た
杵
柄
で
、
絵
で
も
や
っ
て
み

よ
う
か
と
自
己
流
で
淡
彩
ス
ケ
ッ
チ
を
描

き
始
め
た
が
、
明
ら
か
に
進
歩
が
な
い
。
そ

こ
で
、
５
６
歳
の
と
き
に
日
立
市
宮
田
町

の
ア
ト
リ
エ
・
ド
・
エ
リ
ス
に
入
門
し
、
津

軽
石
先
生
の
指
導
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。
当
初
の
計
画
で
は
、
現
役
の
間
は
手
軽

に
取
り
組
め
る
水
彩
画
を
、
リ
タ
イ
ア
し

た
ら
油
絵
に
転
向
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
。

し
か
し
、
い
っ
た
ん
水
彩
画
を
始
め
て
み

る
と
な
か
な
か
奥
が
深
く
、
途
中
で
や
め

ら
れ
ず
、
い
ま
だ
に
水
彩
画
を
描
い
て
い

る
。 

画
業
２
０
年 

こ
の
と
こ
ろ
毎
年
１
０
回
ほ
ど
の
展
覧

会
に
出
展
し
て
い
る
が
、
公
募
展
へ
の
出

展
は
主
に
日
立
市
展
、
茨
城
県
展
、
水
彩
連

盟
展
の
三
つ
で
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
展
の
作

品
は
気
軽
に
制
作
で
き
る
が
、
公
募
展
で

は
入
落
選
や
受
賞
が
伴
う
の
で
、
入
念
な

準
備
が
必
要
と
な
る
。
小
下
絵
、
中
下
絵
、

本
番
の
三
工
程
を
か
け
る
こ
と
が
多
く
、

そ
の
た
め
、
自
分
の
作
品
が
受
賞
し
た
と

き
の
喜
び
は
ま
た
格
別
で
あ
る
。
幸
い
な

こ
と
に
、
こ
れ
ま
で
、
後
に
示
す
５
つ
の
公

募
展
で
１
４
の
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
た
。
中
で
も
、
後
期
高
齢
者
と
な
っ
た
平

鈴
置 

昭
氏 

連
絡
先 

〒312
-005

2

ひ
た
ち
な
か
市
東
石
川1286 

電
話:

029-
275-

2262 

メ
ー
ル:su

zuok
iaki

0613
@yah

oo.c
o.jp

 

作
品
が
必
要
で
あ
り
、
５
年
に
一
度
く
ら

い
の
ペ
ー
ス
で
し
か
開
催
で
き
な
い
。
毎

回
多
数
の
来
場
者
が
あ
り
、
励
ま
し
の
言

葉
を
か
け
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
私

の
絵
を
見
て
水
彩
画
を
始
め
ら
れ
た
と
い

う
方
に
も
お
会
い
し
た
。
嬉
し
い
限
り
で

あ
る
。
２
０
年
間
も
絵
を
続
け
て
こ
ら
れ

た
の
は
、
ま
ず
は
家
族
の
理
解
と
支
援
が

あ
っ
た
こ
と
が
第
一
だ
ろ
う
。
友
人
、
知
人

か
ら
も
温
か
い
心
遣
い
を
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
折
々
に
戴
い
た
公
募
展
の
受
賞
も

大
き
な
励
み
と
な
っ
た
。 

主
な
受
賞
歴 

水
彩
連
盟
展
：
会
員
特
別
賞
他
３
件 

茨
城
県
美
術
展
：
会
員
賞
他
４
件 

日
立
市
展
：
市
長
賞
他
１
件 

国
文
祭
展
：
茨
城
県
近
代
美
術
館
賞 

黄
門
の
里
絵
画
展
：
奨
励
賞
２
件 

二
足
の
草
鞋 

 

６
３
歳
で
リ
タ
イ
ア
し
た
頃
、(

日)

原

子
力
の
仲
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
問
題

を
考
え
る｢

ひ
ま
わ
り｣

の
活
動
を
始
め

た
。
そ
の
後
、
こ
れ
が
下
地
と
な
り｢

日
立

理
科
ク
ラ
ブ｣

が
発
足
し
、
私
は｢

理
数
ア

カ
デ
ミ
ー
・
理
科
ク
ラ
ス｣

を
担
当
し
て
い

る
。
２
５
名
ほ
ど
の
仲
間
と
一
緒
に
科
学

者
や
技
術
者
の
卵
を
育
て
る
活
動
だ
。
毎

年
、
３
０
〜
４
０
名
の
小
中
学
生
が
応
募

し
て
く
れ
る
。
昨
年
か
ら
、
東
京
大
学
と
の

連
携
で｢

ジ
ュ
ニ
ア
ド
ク
タ
ー
育
成
塾｣

も

併
設
し
、
授
業
の
質
的
向
上
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。 

水
彩
画
と
理
科
教
育
で
は
使
う
ス
キ
ル

も
付
き
合
う
仲
間
も
全
く
異
な
る
が
、
こ

の
二
足
の
草
鞋
が
生
き
甲
斐
を
倍
増
さ
せ

て
く
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。 

 

ら
、
遺
品
の
中
に
こ
ん
な
も
の
が
あ
っ
た

と
一
枚
の
絵
が
送
ら
れ
て
き
た
。
私
が
中

学
２
年
の
夏
休
み
に
制
作
し
た
貼
り
絵

で
、
イ
ギ
リ
ス
の
詩
人
バ
イ
ロ
ン
の
肖
像

６
０
年
ぶ
り
の
再
会 

 

昨
年
、
母
が
９
７

歳
で
他
界
し
た
。
し

ば
ら
く
空
き
家
に
な

っ
て
い
た
実
家
を
整

理
し
て
く
れ
た
妹
か

の
を
妹
が
持
ち
帰
っ
た
も
の
と
い
う
。
私

に
と
っ
て
は
６
０
年
ぶ
り
の
再
会
で
あ

り
、
制
作
時
の
記
憶
が
よ
み
が
え
っ
た
。
教

科
書
に
載
っ
て
い
た
モ
ノ
ク
ロ
の
ポ
ー
ト

レ
ー
ト
を
参
考
に
し
て
、
母
親
か
ら
も
ら

っ
た
様
々
な
色
柄
の
端
切
れ
を
切
り
刻
ん

で
、
画
用
紙
に
貼
り
付
け
た
。
こ
れ
が
手
元

に
残
る
子
供
の
頃
の
唯
一
の
作
品
と
な
っ

た
。 

ゴ
ッ
ホ
と
の
出
会
い 

昭
和
３
３
年
、
浜
松
北
高
校
１
年
の
秋

こ
と
で
あ
る
。
私
は
東
京
国
立
博
物
館
前

の｢

ゴ
ッ
ホ
展｣

の
開
館
を
待
つ
長
い
行
列

の
中
に
い
た
。
美
術
部
顧
問
の
先
生
の
引

率
の
も
と
、
１
０
名
ほ
ど
の
部
員
が
前
夜

の
浜
松
駅
か
ら
夜
行
列
車
に
乗
り
込
み
、

ほ
と
ん
ど
一
睡
も
で
き
ぬ
ま
ま
に
上
野
の

美
術
館
に
着
い
た
。
展
示
は
オ
ラ
ン
ダ
の

ク
レ
ー
ラ
ー
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
美
術
館
の
所

蔵
作
品
を
中
心
と
し
た
１
３
０
点
。
有
名

な｢

自
画
像｣

や｢

ア
ル
ル
の
は
ね
橋｣

、｢

夜

の
カ
フ
ェ
ー｣

な
ど
が
印
象
に
残
っ
た
。
ゴ

ッ
ホ
と
の
初
め
て
の
出
会
い
で
あ
り
、『
絵

と
い
え
ば
印
象
派
』
が
刷
り
込
ま
れ
た
瞬

画
の
模
写
で

あ
る
。
し
ば

ら
く
中
学
校

の
職
員
室
あ

た
り
に
飾
ら

れ
て
い
た
も

成
２
９
年
は
私
の
画
歴
の
中
で
も
特
記
す

べ
き
年
と
な
っ
た
。 

４
月
の
水
彩
連
盟
展(

六
本
木
国
立
新

美
術
館)

に
出
展
し
た｢

み
ず
か
げ｣

が
会

員
特
別
賞(

損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
美

術
財
団
賞)

に
選
ば
れ
た
の
だ
。
こ
の
作
品

は
フ
ラ
ン
ス
の
片
田
舎
、
か
つ
て
モ
ネ
が

住
ん
で
い
た
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
の
風
景
で
、

川
の
流
れ
の
先
に
モ
ネ
の
睡
蓮
の
池
が
あ

る
と
想
像
し
な
が
ら
描
い
た
。
東
京
の
展

覧
会
は
多
く
の
友
人
、
知
人
に
観
て
い
た

だ
き
、
そ
れ
に
続
い
て
名
古
屋
、
大
阪
の
巡

回
展
に
も
出

展
し
た
。
名

古
屋
で
は
毎

年
、
高
校
の

同
級
生
に
観

て
も
ら
っ
て

お
り
、
こ
の

年
は
本
人
も

出
か
け
て
行

っ
て
旧
交
を

温
め
た
。 

さ
ら
に
、
９
月
の
茨
城
県
美
術
展(

水
戸

県
民
文
化
セ
ン
タ
ー)

に
出
展
し
た｢

秋

景｣

も
会
員
賞(

茨
城
新
聞
社
賞)

一
席
に

選
ば
れ
た
。
か
つ
て
住
ん
で
い
た
日
立
市

小
咲
台
団
地

の
奥
の
風
景

で
あ
る
。
こ

の
一
帯
は
冬

枯
れ
の
佇
ま

い

が

素

敵

で
、
散
歩
が

て
ら
に
よ
く

取
材
し
た
も

の
で
あ
る
。 

個
展
も
こ
れ
ま
で
日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て
３
回
開
催
し

た
。
会
場
が
広
い
た
め
、
４
０
〜
５
０
点
の 茨城県美術展会員賞｢秋景｣ 

中学 2 年の作品 

名古屋巡回展で同級生と 
(筆者は右から二人目) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員のたより  

同好会行事に参加して 

費が増加しています。茨城支部のHPで支部便りが閲
覧可能な方で紙による配達が不要な方は、中村浩三
(kozo@nakamura.email.ne.jp)まで配達不要の旨、
連絡下さるようお願いします。 日立社友クラブ理事会・茨城支部役員会報告 

＊第 67期-第４回 日立社友クラブ理事会報告 
１．開催日：平成 30年９月６日(木) 
２．議事 
・会員の件：９月６日時点の会員数は前回６月 14
日時点より４名増加し 7,146名となった。 

・第 68回日立社友クラブ総会の件： 
10月５日(金) ホテルニューオータニで実施。 
長寿祝  白寿：２名 米寿：106名 喜寿：323名 

・総会後理事長が庄山さんから川村さんに代わる
との報告があった。 

 
＊平成 30年９月 茨城支部役員会報告 
１．開催日：平成 30年９月 13日(木) 
２．新入会員の審議： 

新入会員９名の審議が行われ、入会が承認され
た。９月５日現在で茨城支部会員数は 1,040 名
となった。(昨年同期比 10名増)  

＊茨城支部新入会員勧誘のお願い 

会員の高齢化に伴い会員数が減少方向にあります。
どうか皆様からOB会等で各同好会の活動をPRしてい
ただき、親睦の和の拡大にご協力をお願いします。 
＊支部便りの電子読者募集 

高齢化に伴う配達人の減少により支部便りの郵送

年会費納入お忘れの方にお願い 
会費(同好会費含む)の納入をお忘れの方には、個

別にその内容を別紙にてご通知していますので、ご
確認の上、納入下さるようお願いします。 

茨ネット加入のお願い 
茨城支部は会員向けのメーリングリスト｢茨ネッ

ト｣で、会員の動向、同好会の開催案内などを発信
しています。茨ネット会員へのメールによる支部総
会の出欠確認により経費節減も図っています。メー
ルアドレスをお持ちの方で未加入の方は是非加入
をお願いします。無料です。加入申込みは中村浩三
までお願いします。 

訃 報 衷心よりご冥福をお祈りいたします。 

唐沢 洋一 平成 30年 07月 17日 享年 81歳 

辰巳 保  平成 30年 08月 16日 享年 85歳 

島  健蔵 平成 30年 08月 23日 享年 69歳 

大矢 秀夫 平成 30年 09月 20日 享年 83歳 

佐藤 剛  平成 30年 09月 20日 享年 78歳 

福地 毅  平成 30年 09月 21日 享年 81歳 

小森 真次 平成 30年 09月 25日 享年 86歳 

イレベルの方もいます。｢卓球は足さばき｣、｢腕ではな
く体で打つ｣、｢球から目を離さない｣など練習で諸先輩
から“温泉卓球”の私に繰り返しいただいたアドバイス
です。親切に根気強くご指導いただき次第にボールに
ついていけるようになりました。 
今年に入ってから６回程地域の試合に参加しまし

た。最初は相手が小中学生でも、完敗の連続でしたが、
チームメイトの温かい支援で最近では何とか勝てるゲ
ームも出てきました。練習と試合の程良い緊張と達成
感は退職後の人生に新風を送り込んでくれました。 

｢卓球クラブ｣            志村 辰男 
私の卓球始めは高校時代、校舎の踊り場

の卓球台でわいわい言いながら楽しむい
わゆる“温泉卓球”でした。その後数十年
を経て会社生活も一段落し何か運動をと

いうことで昨年７月同好会に入会しました。仲間には
米寿、喜寿の方をはじめ、過去に本格的に鍛えられたハ

「PC基礎講座」        丸山 松雄 
実は私は PC基礎講座受講者の最古参の

一人です。基礎講座は平成 15年 1月に開
催された “PC なんでも相談” を元に同
年４月に始まり、以後毎月開催されるよ

うになりました。講座内容は Word､Excel の基本､イン
ターネット､メール､画像処理などが主であったと記憶
しています。当時 PCの初心者だった私にとり基礎講座
は PCの知識と実技の勉強の場でありました。 
大震災後、諸般の事情でしばらく休んでいましたが

拠点が自宅にほど近い大みかクラブに移転したのを機
にまた参加させていただき今日に至っております。 
この間に Windows は 95,98,ME,XP,VISTA,7,8 を経て

10 へと進化､アプリの多様化や SNS の急速な普及など
戸惑うことばかりですが、講座世話人､講師の並々なら
ぬお骨折りのお陰で最新の知識と利用テクニックを学
ぶことができます。 
これからも時代に取り残されないよう継続して受講

するつもりでおります。 

３ 

｢研修会｣        小野瀬 秀夫 

現在｢歩こう会｣世話人として、ルートを
選定し、実施しております。色々な行事と
重複しない限り研修会には極力参加をし
ています。 

研修会では、第 69回のつくば研究学園都市の土木研
究所、国立公文書館筑波分館、筑波宇宙センター、そし
てサイバーダインスタジオといった盛りだくさんの企
画が大変印象に残りました。土木研究所では、広大な敷
地に 60余りの実験設備をもって、道路、橋、ダム、河
川などの技術研究をしており、日立と異なる土木技術
にも関わらず、会員から多くの質問が出され印象的で
あった。国立公文書館では、大日本憲法、戦争終結に関
する詔書などの展示には大きな感銘を受けた。「筑波宇
宙センター」においては、展示品、ビデオによる説明を
聞いて、日本の宇宙開発のレベルの高さを改めて認識
し、感銘を受けました。 
研修会の参加者が最近減っていると聞いております

が、今後とも魅力ある企画を期待し、研修会に参加した
いと思います。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同好会の行事ご案内（11月～1月） 
２．第 78回研修会 

【筑波海軍航空隊記念館、内原郷土史義勇軍資料館他】 

笠間市の筑波海軍航空隊記念館、内原郷土史義勇軍

(旧：満蒙開拓青少年義勇軍)資料館と、春風萬里荘、他

を見学します。家族・友人同伴歓迎します。 

・開 催 日 ：平成 30 年 11 月 29 日(木) 

・集 合 ：大甕駅前(常陽銀行大みか支店前) 8:00 

日立電鉄交通サービス南営業所   8:15 

・帰 着 ：大甕駅前 16:30 頃の予定 

・会 費 ：5,500 円予定(バス代、昼食代、他) 

・募集人員 ：先着 40 名 

・申込締切 ：10 月９日(火) 

住所、氏名、電話番号を連絡下さい。 

今回、昼食は選択です。参加者には別途問

い合わせします。 

・申 込 先 ：奥村 清  Tel/Fax：0294-36-0308 
E-mail ：kiyoshi-okumura@net1.jway.ne.jp 

 

１．第 75回歩こう会 

【水戸笠原水道水源を歩く】 

水戸光圀のゆかりの笹原水道水源を歩きます。 

・開 催 日：平成 30 年 11 月９日(金)雨天 11月 28日(水) 

・集 合：水戸駅南口 午前 10 時 

・コ ー ス：水戸駅南口 10:00→吉田古墳→明利酒類 

→薬王院→逆川緑地公園→笠原水道水源 

(昼食)→水戸駅南口着 13:30 

全長約 7.1km 

・持 参 品：弁当、飲み物 

・会    費：200 円(非会員 500 円) 

・申込締切：平成 30 年 11 月２日(金) 

・申 込 先：小野瀬 秀夫 Tel/Fax：029-282-4124 

E-mail : h1941.0830.onose@tenor.ocn.ne.jp 

 ３．定例行事予定一覧（開催日・場所・時間などは各グループより、別途茨ネット等により連絡いたします) 

グループ名 連   絡   先  
実施予定日(曜日) 

場   所  時間  備   考  
11 月 12 月 1 月 

野鳥･自然観察 
グループ 

石川 皓 0294-53-7064 
aishikajp@ybb.ne.jp 

19(月)   小山ダム 9:00～ 
参加費：\300/回 
原則雨天中止  17(月)  久慈川河口   9:00～ 

  22(火) ひたち海浜公園   9:30～ 

囲碁の会 

日立 
地区 

助川一弥 080-3443-3577 
kazy.sukegawa@net1.jway.ne.jp 

14,28 
(水) 

12(水)
大会 
26(水) 

9,23 
(水) 大みか拠点 

 10:00～ 
(大会 
 9:30～) 

参加費：\100/回 
大会：\1000 

30(金) 21(金) 25(金) 

勝田 
地区 

七海 清 029-273-8450 
fwny8718@mb.infoweb.ne.jp 

15(木) 20(木) 
17(木)
大会 

大島コミュニ
ティセンター 

  9:00～ 
参加費：\200/回 

大会：\700 

料 理 教 室 
澁口七郎 0294-43-5134 
s-shibuguchi@net1.jway.ne.jp 

5(月) 17(月) 28(月) 
らぽーる 
ひたち 

 10:00～ 参加費：\1700/回 

卓球クラブ 
長瀬寿美雄 0294-53-8235 
cho_san@estate.ocn.ne.jp  

7,14 
21(水) 

5,12 
19(水) 

9,16 
23(水) 

会瀬体育館 
  9:00～ 
 12:00 

参加費,会場費等 
まとめ：\4500/年 

デジカメ 
クラブ 

溝口忠憲 029-219-6576 
mizogut@beach.ocn.ne.jp 

5(月) 3(月) 7(月) 大みか拠点 
 10:00～ 
 15:00 

参加費：\1000/回 
昼食代含む 

写真五七五 
細江 徹 0294-42-9126 
tohru92@road.ocn.ne.jp 

2(金) 
吟行会 

7(金) 11(金) 大みか拠点 
  9:00～ 
 12:00 

参加費：\300/回 
昼食別途 

パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ 

ＨＰの会 
中村 進 0294-52-5525 
ssm2332@knh.biglobe.ne.jp 

6(火) 4(火) 8(火) 大みか拠点 
 10:00～ 
 15:00 

参加費：\200/回 
昼食別途 

基礎講座 
安田 出 0294-37-1959 
yasuda@i.email.ne.jp 

13(火) 11(火) 15(火) 大みか拠点 
 10:00～ 
 15:00 

参加費：\1000/回 
昼食代含む 

勝田地区 
佐々木六漏 029-275-2567 
sasak6318@nifty.com 

27(火) 25(火) 22(火) 
ひたちなか市
ワークプラザ 

 13:15～ 
 16:00 

参加費：\700/回 

VBA 活用 
講座 

安田 出 0294-37-1959 
yasuda@i.email.ne.jp 

22(木) 27(木) 24(木) 大みか拠点 
 10:00～ 
 15:00 

参加費：\1000/回 
昼食代含む 

 注）旅行会(連絡先；安田 出)は、開催が不定期なので、茨ネットを通じて開催をご案内しています。  
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編集後記 江川さんの支部便り創刊号の発行の苦労話、
その時敷かれたレールに乗って継続し、会員の強い絆に
なっていること本当にありがたい。また由緒ある東暁館
別館を支部活動の拠点として活用させていただけたこ
と、改めて感謝。鈴置さんは中学時代から絵の才能を発
揮され、その後、創意工夫を重ねられ、水彩画として、
近くから見ると濃淡の線と面で形状は判別できないが、
離れて見ると光と影を伴って形状が浮き出てくる鈴置
オリジナル技法の確立は素晴らしい。  谷口 正俊 

第 14回 デジカメ写真展のご案内 

デジカメクラブ、写真五七五グループ、野鳥・自然観

察グループは合同で「デジカメ写真同好会」として写真

展を開催します。ご家族、ご友人お誘い合わせの上ご来

場をお待ちしています。 

・日時： 11 月 28 日(水)～12 月２日(日) 9:00～17:00 

（最終日は 15:00 まで） 

・場所： 多賀市民プラザ １階ギャラリー 

mailto:h1941.0830.onose@tenor.ocn.ne.jp

